




明治天皇下賜かわらけ（板橋区立郷土資料館蔵）

この行幸の行列を目の当たりにし、その様子をつ
ぶさに描いていた人物がいます。後に川越氷川神社
の宮司となる山田衛

もり

居
い

です。衛居は、行幸の様子を
「氷川神社行幸絵巻」（県指定文化財）に仕立て、明
治２６年（１８９３）に氷川神社に奉納しました。行
幸絵巻は現在、氷川神社の御神宝となっています。

埼玉県指定文化財 氷川神社行幸絵巻〈部分〉（武蔵一宮氷川神社蔵）

明治天皇の行幸により、氷川神社は勅祭社とし
ての道を歩み始めましたが、一方でそれまでの氷
川神社のあり方に大きな変化をもたらしました。
氷川神社では、それまで男

なん

体
たい

宮
ぐう

（須
す

佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

）・
女
にょ

体
たい

宮
ぐう

（稲
いな

田
だ

姫
ひめの

命
みこと

）・簸
ひの

王
おう

子
じ

宮
ぐう

（大
おお

己
なむ

貴
ちの

命
みこと

）の三
社をそれぞれ岩井家・角

つの

井
い

家（東
ひが

角
しつ

井
のい

）・角井家
（西

にし

角
つの

井
い

）の三社家が奉
ほう

斎
さい

していました。しかし
行幸に先立ち、氷川神社は男体宮が本社とされ、
その他は摂社・末社と定められました。それに伴
い神主は岩井家が務めることとなり、両角井家は
ね

宜
ぎ

に位置づけられました。
さらに明治４年（１８７１）には、氷川神社は
伊勢神宮に次ぐ社格である官

かん

幣
ぺい

大
たい

社
しゃ

として、国が
祀る神社となりました。その結果、官選の宮司が
派遣されることとなり、岩井家は氷川神社からの
退去を余儀なくされてしまいます。こうして氷川
神社は、地域の神社から国の神社へと形を変えて

いくこととなったのです。
一方、勅祭社に定められた氷川神社では、明治
３年（１８７０）から例祭を勅祭にすることが決
まり、勅使（天皇の使者）が発

はっ

遣
けん

されました。現
在でも８月１日の氷川神社例祭には勅使が参

さん

向
こう

し、天皇からの幣
へい

帛
はく

が献じられ、東
あずま

游
あそび

の舞が奉納
されています。

明治天皇ゆかりの品々
氷川神社は官幣大社となって以降、地域の方々
はもとより、皇室からも崇

すう

敬
けい

を受け、様々な奉納
をうけました。それらの品は現在も神社で大切に
伝えられています。本展覧会では、氷川神社に伝
わる御神宝の他、明治神宮などに伝わる明治天皇
御
ご

料
りょう

（使用）の品や、ゆかりの品を紹介し、明治
たど

ります。

北白川家奉納　明治天皇御料鳳凰置物（武蔵一宮氷川神社蔵）

この他展覧会では、氷川神社で執り行われた御
親祭５０年祭、１００年祭の歴史なども紹介しま
す。明治１５０年の記念の年に、氷川神社の歴史
を振り返っていただく機会となれば幸いです。

（展示担当　中村陽平） 

〇関連事業のお知らせ
　・講演会Ⅰ　椿田 有希子 氏（神奈川県立公文書館）
　　　　　　　「明治天皇の東幸と民衆」
　　　　　　　日時：平成 30 年１月２０日（土）
　　　　　　　　　　１４：００～１５：３０
　・講演会Ⅱ　東角井 真臣 氏（武蔵一宮氷川神社権宮司）
　　　　　　　「武蔵一宮氷川神社の歴史と明治天皇御親祭」
　　　　　　　日時：平成 30 年２月４日（日）
　　　　　　　　　　１４：００～１５：３０
　※いずれも往復はがきによる事前申し込み。
　　詳しくは展覧会ポスター・チラシをご覧ください。
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